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　12月１日、全国で「住生活総合調査」
が行われます。
　この調査は、我が国における居住環境
を含めた住生活全般に関する実態や居住
者の意向・満足度等を総合的に調査し、
現在の住まいに対する満足度、今後の意
向や現状を明らかにすることで、住生活
基本法に基づく住生活の安定・向上に係
る総合的な施策を推進する上で必要とな
る基礎資料を得ることを目的としていま
す。
　今回は、10月に実施された住宅・土地
統計調査に回答いただいた世帯の中から
一部の世帯を抽出し、全国で約12万世帯
の方を対象に行います。
　11月下旬からポスティングにより調査
票を配布し、郵送・オンラインにより回
収しますので、ご協力をお願いします。
■問い合わせ
　国土交通省住宅局住宅政策課
　電話03－5253－8111

　夫婦・親子間等の家庭内のもめごと、児童・生徒のいじめや不登校、男女差別やインターネットによる
人権侵害、借地・借家の問題や近隣とのトラブル…など、ひとりで悩まず、町の人権擁護委員さんにお気
軽にご相談ください。相談は無料で、秘密は固く守ります。
　【日時】平成30年12月４日（火）午前10時～午後３時（予約は不要です。）
　【場所】町庁舎　地下１階　地下会議室
■問い合わせ　長野地方法務局諏訪支局　　　　  電話：52－2440
　　　　　　　下諏訪町 住民環境課 生活環境係　電話：27－1111（内線143）

　町には、イヌやネコのフンや臭い、
鳴き声など、飼い方に関する苦情が多
く寄せられています。
　自分たちだけではなく、まわりで生
活している人のことも考え、人にもペ
ットにも住みやすい環境づくりに心が
けましょう。
◆フンの後始末はきちんとしましょう！
散歩でのフンの放置は軽犯罪法違反（拘留または科料）です！
◆いざという時のために、所有者を明示しましょう！
首輪をつけ、飼い主の名前と連絡先を分かるようにしておきま
しょう！
◆野良ネコへの無責任なエサやりをやめましょう！
野良ネコであっても、エサを与えているのであれば、立派な“飼
い猫”です！
エサを与えるなら避妊・去勢をし、飼い主として最後まで責任
を持ってください。
■問い合わせ　諏訪保健福祉事務所 食品･生活衛生課 
　　　　　　　電話57－2929（直通）
　　　　　　　下諏訪町 住民環境課 生活環境係 
　　　　　　　電話27－1111（内線141）

　本年11月から火災や自然災害により生じた一般廃棄物（罹災ごみ）を諏訪湖周クリーンセンターへ搬入する
場合は、事前に町へ申請が必要になります。諏訪広域消防本部または下諏訪消防署より発行される「罹災証明
書」を持参の上、住民環境課生活環境係で手続きをお願いします。（ごみ処理手数料の減免を受けることがで
きる場合があります。）
　なお、持ち込めるごみは町で定める燃やすごみに限りますので、ご注意ください。
■問い合わせ　湖周行政事務組合　電話23－4811（内線1442）
　　　　　　　下諏訪町 住民環境課 生活環境係　電話27－1111（内線141）

みんなで築こう　人権の世紀

特設人権相談所の開設について

～考えよう　相手の気持ち　未来へつなげよう　違いを認め合う心～
～12月４日から10日までは「人権週間」です～
全国共通人権相談ダイヤル　0570－003－110
子どもの人権110番   　　　0120－007－110
女性の人権ホットライン　　0570－070－810

ひとりで
悩まない

で！
毎日の暮らしの中で起こる様々な問題についてご相談ください。

住生活総合調査にご協力をお願いします

諏訪湖周クリーンセンターへ一般廃棄物（罹災ごみ）を搬入する際は事前に手続きをお願いします

犬やネコを飼うときは飼い主としてのルールとマナーを守りましょう！
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しもすわフォトストーリー まちの話題を写真でご紹介します。
今年は下諏訪町で
南知多の子どもたちと交流

小中学生も多く参加
町防災訓練で防災食づくり体験

諏訪湖で活用を
しんしゅう１号

8/9・10
㈭・㈮
　毎年恒例の南知多町と下諏訪町の子どもたちの交流
が行われ、今年は34人の南知多町の子どもたちが下
諏訪町に遊びに来てくれました。
　１日目は、いずみ湖公園でカヌー体験やバームクー
ヘン作りなどを行いました。中でも人気だったカヌー
体験は、最初はうまくこげるか不安そうだった子ども
たちも、湖にでるとあっという間に上手にこいで楽し
んでいました。
　２日目は三角八丁エリアのまちあるき探検をして交
流を深めました。
　来年は南知多町に交流しに行きます。

　今年の町の防災訓練では、小中校生22人が参加し、
防災ネットワークしもすわのメンバーの指導のもと、
防災食づくりを体験しました。
　水を入れるだけで食べることができるアルファ化米
の食べ方を学んだり、ビニール袋に卵、マヨネーズな
どを入れ手で揉みよくかき混ぜお湯で茹でて作るオム
レツを作ったり、お湯で溶かせばみそ汁になる味噌玉
づくりなど、有事の際に身近なものを使って調理する
方法を学びました。

高校生が今までの成果を発表
総文祭家庭科部門in下諏訪町

　全国高等学校総合文化祭は、全国から各都道府県を
代表する高校生が集結して、美術作品の展示や演劇、
音楽の舞台発表などの芸術・文化を披露する日本の高
等学校の文化の祭典です。
　今年は長野県で開催され、その家庭部門が下諏訪総
合文化センターで行われました。
　家庭分野を専門的に学ぶ県内４つの高校と岐阜県立
大垣桜高等学校の生徒が授業での成果をフードショー
やパネルシアターなどで発表。
　会場には高校生がデザインした作品の販売や展示発
表もあり、盛り上がりを見せていました。

　県の競技力向上補助金を活用し、長野県ボート協会
が購入したカタマラン艇「しんしゅう１号」の安全祈
願と進水式が町漕艇場で執り行われました。
　カタマラン艇の導入は、長野県ボート協会の長年の
念願であり、引き波がほとんど立たず、従来の和船よ
りスピードが出ても選手への影響が少ないため、今後
の選手へのコーチングや大会での活用など、幅広い活
躍が期待されます。
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